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コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
課
題

市
民
後
見
人
育
成
研
修
の
実
施
と

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
！

N
P
O
法
人
高
齢
者
・
障
害
者
安
心
サ
ボ
1
ト
ネ
ッ
ト

理
事
長
　
森
　
山

彰

一
新
型

コ
　
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

は
、
従
来
株

に
感
染
力
の
強
い
イ
ギ
リ
ス
変

異
株
、
更
に
強
力
な
イ
ン
ド
変

異
株
が
加
わ
っ
て
、
そ
の
猛
威

は
全
国
を
襲
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
悪
条
件
下
で
、

当
法
人
は
、
各
事
業
と
も
中
止

や
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が

ら
も
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
信

頼
を
損
な
う
こ
と
も
な
く
、
各

事
業
を
遂
行
し
て
き
た
こ
と

は
、
こ
れ
一
重
に
、
当
法
人
の
全

役
員
及
び
会
員
各
位
が
、
一
致

し
て
努
力
し
た
成
果
で
あ
り
、

ま
た
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
支

援
の
賜
物
で
あ
る
か
ら
、
本
誌

を
借
り
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。

二
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
も
、
な
に
が
な
ん
で
も
実

施
し
た
い
緊
急
課
題
は
、
第
一

が
市
民
後
見
人
育
成
研
修
の
実

施
で
あ
り
、
第
二
が
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
で
あ
る
。

第
一
の
緊
急
課
題
は
、
福
岡

市
に
お
け
る
　
「
第
五
回
市
民
後

見
人
育
成
研
修
」
　
と
　
「
久
留
米

車
」
及
び
「
福
岡
市
東
部
地
区
」

を
対
象
と
す
る
育
成
研
修
で
あ

る。

ま
ず
、
第
五
回
育
成
研
修
は
、

当
法
人
の
事
業
拡
充
や
会
員
高

齢
化
に
伴
う
人
材
の
確
保
と
補

充
を
目
的
と
す
る
。
従
来
か
ら

会
員
の
大
規
模
増
強
は
、
市
民

後
見
人
育
成
研
修
修
了
者
の
入

会
に
よ
っ
て
確
保
し
て
き
た
。

直
前
の
会
員
増
強
が
平
成
二
八

年
の
第
四
回
育
成
研
修
で
、
間

が
空
い
た
の
で
、
令
和
二
年
度

に
は
、
第
五
回
育
成
研
修
の
実

施
が
不
可
避
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
三
、
四
月
に
は
コ

ロ
ナ
第
一
波
、
夏
に
は
第
二
波
、

年
末
年
始
に
は
第
三
波
が
襲
来

し
、
こ
の
第
三
波
に
は
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
た
の
で
、
残

念
な
が
ら
延
期
の
止
む
無
き
に

至
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に
令
和

三
年
六
月
か
ら
の
開
催
実
施
を

決
定
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

か
ら
各
自
治
体
へ
の
後
援
依
頼

ま
で
用
意
万
端
整
え
た
矢
先
、

第
四
波
が
襲
来
、
五
月
一
二
日

か
ら
福
岡
県
に
も
三
回
目
の
緊

急
事
態
冒
▲
言
が
発
出
さ
れ
て
、

再
度
延
期
を
強
い
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
以
上
の
延
期

は
で
き
な
い
と
、
本
年
九
月
実

施
を
決
断
し
た
。
緊
急
事
態
宣

言
は
六
月
二
〇
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
が
、
先
進
諸
国
に
比
べ
、
著

し
く
遅
れ
を
取
っ
た
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
軌
道
に
乗
っ
た
の
で
、

今
度
は
大
丈
夫
だ
と
、
強
い
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

三
　
久
留
米
市
に
お
け
る
市
民

後
見
人
育
成
研
修
も
、
そ
の
実

施
が
第
五
回
育
成
研
修
の
遅
れ

の
影
響
を
受
け
て
遅
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

本
研
修
の
役
割
は
、
研
修
後

の
受
講
修
了
者
を
中
心
に
　
「
市

民
後
見
N
P
O
」
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
後
見
N
P
O
が
、
市
民
後

見
人
を
指
導
・
育
成
す
る
仕
組

み
を
作
る
こ
と
に
あ
る
。
し
っ

か
り
準
備
を
行
い
、
本
研
修
を

成
功
裡
に
終
了
さ
せ
た
後
、
久

留
米
市
民
が
喜
ぶ
後
見
N
P
O

の
設
立
に
つ
な
げ
て
、
多
数
の

市
民
後
見
人
を
誕
生
さ
せ
た

ヽ

一

　

〇

そ
の
次
が
宗
像
を
中
心
と
す

る
福
岡
東
部
地
区
の
育
成
研
修

で
あ
る
。
是
非
と
も
、
久
留
米
市

と
同
様
な
取
組
み
を
行
っ
て
、

地
元
住
民
に
歓
迎
さ
れ
る
よ
う

な
市
民
後
見
N
P
O
を
つ
く

り
、
そ
の
活
発
な
活
動
を
支
援

し
た
い
。

四
　
第
二
の
緊
急
課
題
は
、
業

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
あ
る
。
当

法
人
の
基
本
理
念
で
あ
る
　
「
地

域
後
見
」
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
容
易
に
成
年
後
見
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
社
会
を

構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
前

述
の
よ
う
に
、
当
法
人
の
力
だ

け
で
は
、
二
年
間
で
三
回
の
百

成
研
修
が
や
っ
と
で
あ
る
か

ら
、
自
力
実
現
に
は
無
理
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
後
見
を

目
指
す
た
め
に
は
、
当
法
人
以

外
の
「
後
見
N
P
O
」
の
力
を
利

活
用
す
る
の
が
最
善
の
選
択
で

あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
、
現
在
「
安
心

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
基
金
」
　
を
利

用
し
、
創
立
時
の
脆
弱
な
後
見

N
P
O
の
財
政
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
た
。
し
か
し
、
支
援
数
に

限
度
が
あ
り
、
市
民
後
見
人
を

育
成
す
る
ま
で
に
は
、
長
い
年

月
が
か
か
り
そ
う
だ
。

現
在
、
我
が
国
は
、
D
X
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
潮
流
に
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
が
こ
れ
を
加
速
し
て
い

る
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
市
民
後

見
N
P
O
と
市
民
後
見
人
を
多

数
創
出
す
る
に
は
、
ど
ん
な
施

策
が
有
効
か
？

五
　
当
法
人
は
、
こ
れ
ま
で
従

前
の
任
意
後
見
移
行
型
を
身
上

保
護
重
視
の
見
地
か
ら
改
良
し

て
、
新
任
意
後
見
移
行
型
を
創

出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
新
移
行

型
と
、
死
後
事
務
受
任
や
遺
言

支
援
等
を
合
わ
せ
て
、
一
つ
の

事
業
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
て
き

た
。
こ
の
事
業
モ
デ
ル
は
、
幸
い

地
域
住
民
の
信
頼
を
得
て
、
安
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足
し
た
財
政
基
盤
を
築
き
上
げ

る
の
に
成
功
し
た
よ
う
に
思

う
。
今
度
は
こ
の
事
業
モ
デ
ル

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
可
能
な
と
こ

ろ
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
一
つ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
他
の
後

見
N
P
O
に
提
供
す
る
の
で
あ

る
。
提
供
を
受
け
た
後
見
N
P

O
は
、
研
鐙
に
励
み
、
適
正
に
運

用
す
れ
ば
、
当
法
人
と
同
様
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
と
思

う
。
た
だ
し
、
問
題
は
、
当
法
人

の
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、

他
の
後
見
N
P
O
に
価
値
の
あ

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
提
供
で
き
る

か
で
あ
る
。

そ
こ
に
不
安
も
あ
る
が
、
当

法
人
内
に
デ
ジ
タ
ル
化
研
究
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
発
足
し
た

し
、
強
い
使
命
感
と
熱
さ
情
熱

を
持
っ
て
や
れ
ば
、
や
れ
な
い

こ
と
は
な
い
と
思
う
。

も
し
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
他
の
後
見
N
P
O
へ
の
事
業

モ
デ
ル
の
提
供
に
成
功
し
た
と

す
れ
ば
、
地
域
の
あ
ち
こ
ち
に

市
民
後
見
N
P
O
が
活
発
に
活

動
し
、
市
民
後
見
人
が
多
数
誕

生
す
る
こ
と
も
現
実
味
を
帯
び

て
く
る
。
是
非
と
も
こ
の
よ
う

に
「
地
域
後
見
の
実
現
」
が
身
近

に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
と
念
願

し
て
い
る
。

▼
広
場
に
寄
せ
て
　
▲

基
金
の
積
極
的
活
用
を

・
障
害
者
安

サ
ポ
ー
ネ
ッ
ト

裏
金
運
営
審
議
会
議
長

今
年
の
二
月
、
全
国
銀
行
協

会
は
、
認
知
症
患
者
の
預
金
の
引

き
出
し
に
関
し
て
、
「
本
人
の
利

益
に
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か

な
場
合
」
に
限
っ
て
、
親
族
で
あ
っ

て
も
例
外
的
に
預
金
の
引
き
出

し
を
認
め
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

具
体
的
に
は
医
療
費
や
施
設
入

居
費
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
こ

と
に
な
ろ
う
が
、
し
か
し
、
内
容

に
よ
っ
て
は
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
こ
と
も
大
い
に
あ
り
う
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
本
人
は
も
と
よ
り

家
族
や
地
域
の
様
子
を
よ
く

知
っ
て
い
る
関
係
者
と
の
連
携

は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
も
、
権
利
擁
護
の
知
識
を

持
ち
、
し
か
も
地
域
福
祉
の
担
い

手
で
も
あ
る
市
民
後
見
人
の
関

与
へ
の
期
待
は
増
し
て
く
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。

高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、
高

齢
者
・
障
害
者
の
生
活
全
般
を

支
え
る
市
民
後
見
人
へ
の
ニ
ー
ズ

は
年
々
増
大
す
る
一
方
、
そ
の
利

用
は
い
ま
だ
伸
び
悩
み
の
状
態

に
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
は
費

用
が
か
か
る
こ
と
や
市
民
後
見

人
に
対
す
る
住
民
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
市
民
後
見
人
の
養

成
や
そ
の
後
の
継
続
的
運
営
の

た
め
の
組
織
化
は
い
ま
だ
に
十

分
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
り

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
、
今
回
、
高
齢
者
・
障
害
者

安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
基
金
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大

き
‖
こ
れ
は
、
低
所
得
の
人
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
市
民
後
見
人
の
活
動
の
核
と

な
る
N
P
O
法
人
の
立
ち
上
げ

及
び
そ
の
後
の
運
営
を
支
援
す

る
た
め
の
基
金
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
あ
る
地
域
で
N
P
O
法
人

を
立
ち
上
げ
る
場
合
、
最
初
の
準

備
費
用
の
負
担
、
そ
の
後
の
養
成

研
修
に
か
か
る
費
用
の
補
助
、
研

究
会
・
視
察
・
交
流
等
信
頼
関

係
の
向
上
の
た
め
の
費
用
、
市
民

後
見
人
の
報
酬
が
低
い
時
の
報

酬
補
填
な
ど
、
市
民
後
見
推
進

活
動
全
般
に
わ
た
っ
て
幅
広
く

利
用
で
き
る
よ
う
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
資
金
の
援
助
だ
け
で

な
く
、
法
人
立
ち
上
げ
の
際
の
手

続
き
そ
の
他
、
運
営
全
般
に
わ
た

る
相
談
・
支
援
に
つ
い
て
は
い
う

ま
で
も
な
り
市
民
後
見
活
動
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
々
に
は
積

極
的
に
こ
の
基
金
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
り
こ
の
基
金
を
活

用
し
て
各
地
に
市
民
後
見

N
P
O
が
立
ち
上
が
り
、
必
要

な
方
が
安
心
し
て
市
民
後
見
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま

さ
し
く
「
地
域
後
見
」
が
実
現
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
域

か
ら
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
市
民

後
見
活
動
が
ま
す
ま
す
活
発
に

な
っ
て
い
く
と
す
れ
ば
、
こ
の
基

金
の
運
営
審
議
会
に
携
わ
る
一

員
と
し
て
こ
れ
に
過
ぎ
た
る
喜

第
十
七
回

通
常
総
会
の
開
催

基

令
和
三
年
五
月
二
十
九
日
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
、
当
法
人
本

部
　
（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
三
丁

目
六
番
二
十
三
号
）
で
、
正
会
員

一
〇
一
名
名
出
席
（
委
任
状
・
表

決
書
提
出
者
）
の
も
と
、
第
十
七

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

な
お
、
本
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
当
初
予

定
の
開
催
場
所
　
（
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー
）
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
急

き
ょ
、
当
法
人
本
部
に
場
所
を
移

し
て
、
理
事
、
監
事
の
み
の
出
席

の
み
に
止
め
、
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」

を
避
け
る
対
策
を
十
分
と
っ
た

上
で
の
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る。一
理
事
長
挨
拶

‖
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
世
の
中
は

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
合
理
化
の

方
向
へ
と
進
ん
で
お
り
、
当
法
人

に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
変

革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
も
、
イ

ン
ド
株
な
ど
新
た
な
変
異
株
が

出
て
き
て
、
感
染
が
一
層
深
刻
に

な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
、
当
法
人
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特定非営利活動法人高齢者・障害者安心サポートネット
表1令和2年度　貸　借　対　照　表　令和3年4月30日現在

金　　額（単位：円）科　　目

Ⅰ資　産　の　部

2，686，165

16，951，972

15，000

30，402，913

93，473，277

417，960

120，000

5，375，000

2，042

0

40，639，307

83，236，883

123，876，190

14，814，055

144，067，287

5，377，042

138，690，245

く41，755．211〉

144．067，287

19，653，137

5，377，042

税　　金
1流動資産

預　貯　金

その他の流動資産

流　動　資　産　合　計

2　固定資産

特　定　資　産

損害賠償準備資塵
安心サポートネット基金資産

その他の固定資産
敷　　　　　金

固　定　資　産　合　計

資　産　合　計

Ⅱ　負　債　の　部

1　流動負債

前　受　金

預　り　金

仮　受　金

流　動　負　債　合　計

2　固定負債

固定負債合計

負　債　合　計

‖　正味財産の部
遺贈

特定資産

指定正味財産合計
一般正味財産合計

正味財産合計

＜囚当期正味財産増加額＞

負債及び正味財産合計

と
し
て
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
で
き

る
よ
う
労
務
管
理
を
含
め
た
取

組
み
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

当
法
人
の
特
徴
は
、
地
域
住

民
の
皆
様
と
面
談
し
、
寄
り
添

う
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築
い
て

き
て
お
り
、
当
法
人
の
財
政
基
盤

も
依
頼
者
と
の
信
頼
関
係
に
基

づ
い
て
い
る
。
こ
の
信
頼
関
係
を

保
持
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
こ
と
が
当
法
人
の
課
題

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
に
も
取
り

組
ん
で
長
期
的
視
野
に
立
っ
て

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
日

日
　
任
意
後
見
移
行
型
の
深
化

こ
の
契
約
で
は
、
委
任
者
が
亡

く
な
る
ま
で
の
人
生
の
希
望
を

条
文
に
盛
り
込
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
人
の

意
思
に
従
っ
て
、
本
人
を
支
え
る

た
め
の
意
思
決
定
支
援
の
技
術

が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
意
思
決
定

支
援
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
を
完
成
さ
せ
、
本

人
の
遺
言
と
一
体
化
す
る
こ
と

で
、
後
見
を
事
業
目
的
と
す
る
N

P
O
法
人
の
経
営
基
盤
は
安
定

す
る
と
確
信
し
て
い
る
。

な
お
、
市
民
後
見
人
を
増
や

そ
う
と
す
る
に
は
、
他
の
N
P
O

を
支
援
す
る
必
要
も
あ
る
。
専
門

職
後
見
人
に
よ
る
よ
う
な
財
産

管
理
中
心
の
後
見
で
余
生
を
送

る
こ
と
を
住
民
は
望
ん
で
い
な

い
と
思
う
。
身
上
保
護
重
視
の
後

見
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
亡
く
な

る
ま
で
見
守
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
他
の
N
P
O
も
支
援
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

二
審
議
事
項

本
総
会
で
は
、
①
「
令
和
二
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
諸
表
」
、

②
「
令
和
三
年
度
事
業
計
画
及

び
活
動
予
算
案
」
、
③
「
フ
ロ
ジ
エ

ク
ト
チ
ー
ム
の
課
題
と
編
成
」
、

④
「
入
会
金
、
会
費
及
び
賛
助
会

費
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改

正
」
、
及
び
⑤
「
役
員
改
選
の
件
」

の
計
五
議
案
が
樋
口
議
長
の
議

事
進
行
の
も
と
、
全
議
案
と
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

本
年
度
の

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

令
和
三
年
度
事
業
の

「
重
点
目
標
」

＊
令
和
二
年
度
を
継
承

「
成
年
後
見
制
度
の
活
性
化
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
当
法
人

の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
四
つ

の
活
動
指
針
、
及
び
二
大
基
本

理
念
で
あ
る
「
地
域
後
見
」
と
「
身

上
保
護
重
視
の
後
見
」
、
並
び
に

三
つ
の
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

の
文
化
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
百
一
明
し
、
本
年
度
の
重
点

目
標
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

第
一
任
意
後
見
移
行
型
を

基
軸
と
し
た
受
任
体
制
の
整

備
・
拡
大

第
二
　
人
材
の
育
成
と
そ
の

活
動
支
援

第
三
　
地
域
後
見
　
各
地
域

に
お
け
る
相
談
体
制
の
確
立

令
和
三
年
度
は
、
新
規
二

チ
ー
ム
を
含
め
、
次
の
と
お
り
編

成
さ
れ
た
。
な
お
、
各
研
究
会
の

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
、
各
研
究
会
で

決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

●
　
「
障
害
者
後
見
研
究
会
」

次
の
課
題
に
つ
い
て
、
研
究
と

実
践
を
積
み
重
ね
て
、
障
害
者
対

策
の
前
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

‖
　
平
成
二
十
八
年
発
刊
の

「
降
が
い
者
後
見
等
事
例
集
」
　
の

補
強
と
、
障
が
い
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
等
と
の
連
携
を
図
り
、
降

が
い
者
支
援
施
設
に
対
す
る
啓

発
の
強
化
。

0
　
『
親
な
き
あ
と
』
の
た
め

に
親
が
準
備
で
き
る
こ
と
」
と
題

す
る
講
演
用
の
資
料
を
利
用
し

て
、
後
見
制
度
利
用
の
活
性
化
を

図る。臼
　
低
所
得
又
は
複
雑
・
困

難
な
障
害
者
後
見
を
支
援
す
る

「
障
害
者
支
援
基
金
制
度
」
　
（
仮

称
）
の
創
設
と
、
そ
の
基
金
の
有

効
利
用
の
た
め
の
提
言
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
高
原
勝
利

●
　
「
任
意
後
見
研
究
会
」

移
行
型
の
全
体
を
　
「
身
上
保

護
重
視
の
後
見
」
と
「
指
導
監
督

機
能
の
充
実
」
と
い
う
観
点
か
ら

整
理
し
、
委
任
者
の
理
解
を
得
や
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す
く
で
き
る
よ
う
、
「
図
形
に
よ

る
説
明
方
式
」
と
「
契
約
締
結
資

料
」
　
の
仕
組
み
の
活
用
を
図
り
、

移
行
型
の
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し

て
、
「
任
意
後
見
移
行
型
の
受
任

事
務
及
び
受
任
者
等
の
報
告
シ

ス
テ
ム
指
針
」
（
通
達
）
が
発
出
さ

れ
た
。
今
後
の
課
題
は
、
受
任
体

制
の
実
践
訓
練
と
人
材
育
成
で

あ
る
が
、
今
年
は
、
「
契
約
締
結
資

料
」
に
基
づ
く
説
明
と
併
せ
、
委

任
者
に
対
す
る
意
思
決
定
支
援

が
十
分
に
行
わ
れ
た
「
移
行
型
の

条
文
作
り
」
に
つ
い
て
、
現
場
で
の

実
践
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
作

業
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
樋
口
健
児

顧
問
　
森
山
　
彰

●
　
「
初
心
者
後
見
人
支
援
の

会
」
（
新
設
チ
ー
ム
）

親
族
後
見
人
が
、
適
正
、
円
滑

な
事
務
処
理
を
行
う
た
め
に
必

要
な
基
礎
的
知
識
や
技
能
の
習

得
を
支
援
す
る
た
め
、
親
族
後

見
人
支
援
の
会
を
運
営
し
て
き

た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
初
め
て
後

見
人
の
職
務
担
当
者
に
就
任
す

る
会
員
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
新
た
に
「
初
心
者
後
見
人
支

援
の
会
」
を
編
成
し
、
同
会
に
は

親
族
後
見
人
の
み
な
ら
ず
、
初
心

者
の
職
務
担
当
者
も
参
加
で
き

る
道
を
開
い
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
豊
留
一

●
　
「
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
研
究
会
」
（
新
設
チ
ー
ム
）

新
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
の
潮
流

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に

対
処
す
る
た
め
、
当
法
人
の
緊
急

課
題
と
し
て
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
そ

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
た
帰

一
最
初
か
ら
D
X
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は
な
く
、

身
近
な
業
務
か
ら
逐
次
ア
ナ
ロ

グ
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

に
変
え
、
そ
の
デ
ー
タ
を
管
理
す

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

二
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
当
た
っ
て

は
、
最
初
か
ら
課
題
を
明
確
に
し

て
行
う
こ
と
。
優
先
課
題
と
し
て

は
、
①
最
小
限
勤
務
と
し
て
の
テ

レ
ワ
ー
ク
を
可
能
に
す
る
こ
と
、

②
総
務
・
経
理
事
務
の
合
理
化

を
目
的
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
、
④

各
研
修
教
材
及
び
研
修
シ
ス
テ

ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
　
④
後
見
、
遺

言
等
業
務
の
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

参
考
文
例
、
資
料
の
検
索
シ
ス
テ

ム
の
策
定
、
⑤
後
見
N
P
O
の
支

援
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
等
が
あ

る。チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
森
山
　
彰

●
　
「
歩
こ
う
会
企
画
部
」

今
年
度
は
、
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
熊
本
と
の
交
流
を
実
現

し
、
ま
た
、
会
員
の
健
康
と
相
互

の
親
睦
を
図
る
べ
く
、
「
歩
こ
う

会
」
を
実
現
し
た
り

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
石
橋
　
博

●
　
「
各
地
区
に
お
け
る
成
年

後
見
制
度
研
究
会
」

各
研
究
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
に
即
し
、
各
種
課
題
に

挑
戦
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

の
不
安
を
解
決
す
る
相
談
体
制

を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
N
P
O

法
人
の
設
立
を
視
野
に
入
れ
て
、

各
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
信

頼
獲
得
に
寄
与
し
た
日

日
　
筑
紫
野
市
成
年
後
見
研

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
中
嶋
幸
子

課
題
　
研
究
会
に
つ
い
て
、
マ

ン
ネ
リ
化
を
打
破
し
、
合
理
化

す
る
こ
と
。

0
　
宗
像
地
区
成
年
後
見
研

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
中
村
憲
司

課
題
　
市
民
後
見
人
育
成
研

修
の
実
施
と
、
事
件
受
任
能
力
の

向
上
∞
　
糸
島
地
区
成
年
後
見
研

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
山
下
八
生

課
題
　
研
究
会
の
運
営
は
、
会

員
の
受
任
能
力
の
滴
義
を
目
的

と
す
る
。

幽
　
久
留
米
地
区
成
年
後
見
研

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
　
生
地
　
篤

課
題
　
市
民
後
見
人
育
成
研

修
実
施
の
準
備
、
及
び
「
拠
点
事

務
所
」
の
開
設

な
お
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
各

チ
ー
ム
間
で
協
議
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
。新

役
員
決
ま
る
ー
・

理
事
長
　
　
森
山
　
彰

（
重
任
・
公
証
人
O
B
）

理
　
事
　
　
井
芹
　
浩
文

（
新
任
・
N
P
O
安
心
サ
ポ
ー

ト
熊
本
理
事
長
〉

理
　
事
　
石
井
　
喬
志

（
重
任
・
九
州
リ
オ
ン
O
B
）

理
　
事
　
井
上
　
清
子

（
重
任
・
医
事
研
O
B
）

理
　
事
　
大
家
　
廣
明

（
新
任
・
社
会
福
祉
士
）

理
　
事
　
生
地
　
篤

（
重
任
・
久
留
米
地
区
研
リ

ーダー）

理
　
事
　
田
中
　
耕
太
郎

（
重
任
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
長
）

理
　
事
　
豊
留
一

（
重
任
・
業
務
部
長
）

理
　
事
　
中
嶋
　
幸
子

（
重
任
・
筑
紫
野
市
研
事
務

長〉

理
　
事
　
樋
口
　
健
児

（
重
任
・
総
務
部
長
、
公
証
人

OB〉

理
　
事
　
山
下
　
八
生

（
重
任
・
糸
島
地
区
研
リ
ー
ダ
ー
）

以
上
十
一
名

監
　
事
　
秋
山
　
広
郷

（
重
任
・
N
P
O
法
人
市
民

の
た
め
の
後
見
i
サ
ポ
ー

ト
副
理
事
長
）

監
　
事
　
大
里
　
通
代

（
新
任
・
九
州
経
済
産
業
局

OB〉

監
　
事
　
岡
田
　
節
男

（
重
任
・
民
生
委
員
・
児
童

委員）

以
上
三
名
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正会員獲得ありがとうございました。

賛助会員獲得ありがとうございました。

堀　　生昇様（樋口理事紹介）

伊香賀静雄様（樋口理事紹介）

（本部採用）

（虚子生会員紹介）

（山下㈹理事紹介）

（山下㈹理事紹介）

（森山理事長紹介）

大家　虞　明様

平田　恵　子様

上田　久　子様

永本　孝　子様

河谷　はるみ様

令和の新時代、当法人が更に
一層充実、発展の道をたどるた

めには、会員の増強は必須でう㌔

新会員獲得に向けて、皆様方の

更なるご協力をお願いします（令

和2年12月1日以降、本年5月

31日までの新規入会者）（カッ
コ内は勧誘者）。

二
年
度
事
業
報
告

一
事
業
概
況

H
　
受
任
体
制
の
整
備
・
拡
大

重
点
目
標
の
重
要
な
指
標
で

あ
る
事
業
収
入
状
況
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
た
も
の
の
、
事
業
収
入
総
額

は
前
年
度
比
一
・
一
七
倍
の
増
加

と
な
っ
た
。
二
十
八
、
二
十
九
年

度
の
V
字
型
落
込
み
か
ら
の
回

復
基
調
に
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れた。
①
　
移
行
型
に
関
す
る
処
理
指

針
の
発
出

当
法
人
は
従
来
の
任
意
後
見

移
行
型
に
つ
い
て
、
前
段
の
後
見

型
委
任
契
約
と
後
段
の
任
意
後

見
契
約
と
を
身
上
保
護
重
視
の

後
見
の
観
点
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
新
移
行
型
の
理
解
が
容

易
な
「
図
解
説
明
図
面
」
並
び
に

本
人
の
意
思
・
選
好
を
把
握
す

る
た
め
の
「
契
約
締
結
資
料
」
に

基
づ
き
移
行
型
の
条
文
作
り
を

行
う
仕
組
み
を
考
案
し
、
「
任
意

後
見
移
行
型
の
受
任
事
務
及
び

受
任
者
等
の
報
告
シ
ス
テ
ム
指

針
」
　
（
以
下
「
移
行
型
シ
ス
テ
ム

指
針
」
と
い
う
）
と
し
て
通
達
を

発
出
し
、
課
題
の
解
決
に
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

②
　
受
任
条
件
の
整
備

「
後
見
実
務
と
指
導
監
督
シ

ス
テ
ム
指
針
」
は
、
当
法
人
に
お

け
る
後
見
事
務
処
理
の
根
幹
を

な
す
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
り
、

後
見
マ
イ
ン
ド
を
身
に
付
け
る

基
本
教
材
で
も
あ
る
。
ま
た
、

「
移
行
型
シ
ス
テ
ム
指
針
」
　
は
、

前
記
シ
ス
テ
ム
指
針
の
一
部
を

構
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
両
シ
ス
テ
ム
指
針
の
修
得

が
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
後

見
実
務
研
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
研
修
、
更
に
は
職
場
で
の
実

務
等
の
機
会
を
利
用
し
て
会
員

の
理
解
を
深
め
、
こ
の
指
針
に

基
づ
き
適
正
円
滑
な
後
見
事
務

を
行
っ
て
き
た
。

③
　
基
金
の
充
実
と
活
用

改
正
後
の
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
基
金
は
、
今
期
低
報
酬

の
職
務
担
当
者
に
対
す
る
報
酬

補
填
、
糸
島
市
主
催
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
講
師
謝
金

の
補
填
に
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

本
基
金
を
財
源
に
、
後
見
N
P

O
の
創
立
支
援
事
業
に
も
着
手

した。

目
　
「
人
材
の
育
成
」

後
継
者
の
育
成
を
含
め
、
当

法
人
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

特
に
、
次
の
施
策
を
講
じ
る
に

当
た
り
、
人
材
育
成
を
意
図
し

て
鋭
意
努
力
し
て
き
た
。

①
　
後
見
人
実
務
研
究
会

当
法
人
の
重
要
課
題
等
に
対

応
し
た
研
究
課
題
を
協
議
す
る

当
法
人
を
代
表
す
る
研
究
会

で
、
原
則
毎
月
一
回
の
割
合
で
開

催
。
今
期
は
、
後
見
事
務
に
必
要

な
重
要
な
協
議
問
題
を
選
び
、

活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
、
安
心

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ

全
体
の
能
力
向
上
と
、
会
員
の

「
後
見
マ
イ
ン
ド
」
　
つ
く
り
に
寄

与
し
た
。

②
　
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
活
動

ア
　
本
部
拠
点
チ
ー
ム
　
「
障

害
者
後
見
研
」
、
「
任
意
後
見

研
」
、
「
初
級
実
務
研
」
及
び
「
親

族
後
見
人
支
援
の
会
」
　
の
四

チ
ー
ム
と
も
、
課
題
実
現
に
取

り
組
み
、
そ
れ
相
応
の
成
果
を

上
げ
た
の
で
、
研
鎖
の
場
と
し

て
十
分
寄
与
し
た
と
評
価
で
き

る。イ
　
地
域
拠
点
チ
ー
ム
　
拠
点

の
各
チ
ー
ム
の
活
動
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
て
、
活
発
な
活

動
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
応
の

成
果
は
得
ら
れ
た
、

③
　
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の

文
化
の
醸
成
と
定
着

今
後
益
々
厳
し
さ
を
加
え
る

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
地
域
の
信
頼

を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
会
員

か
ら
の
行
動
規
範
と
し
て
、
「
安

心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
の
文
化
」

が
さ
か
ん
に
話
題
に
の
ぼ
る
こ

と
が
必
要
だ
が
、
そ
の
域
に
は

未
だ
達
し
て
い
な
い
。

④
　
組
織
の
充
実

ア
　
会
員
の
増
強
　
組
織
の
強

化
の
た
め
会
員
の
増
強
は
必
要

で
あ
る
。
一
人
一
会
員
獲
得
運
動

を
推
進
し
た
結
果
、
正
会
員
七

名
、
賛
助
会
員
八
名
が
入
会
、

今
後
と
も
継
続
す
る
必
要
が
あ

る。イ
　
組
織
の
充
実
強
化
　
当
法

人
の
業
務
処
理
組
織
職
や
職
務

担
当
者
群
を
含
め
、
そ
の
組
織

に
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
十
分
に

果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
面
で
は
逐
次
職
場
研
修
等

の
効
果
が
出
て
い
る
。
他
方
、
総

務
、
経
理
部
門
で
は
、
総
務
に
一

名
増
員
、
経
理
で
は
「
経
理
事
務

処
理
の
手
引
」
　
の
策
定
等
が
図

ら
れ
た
が
、
更
に
一
層
の
改
善
が

必
要
で
あ
る
。
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臼
　
「
地
域
後
見
の
推
進
」

ア
　
地
域
に
お
け
る
行
政
と
の

協
働自
治
体
と
の
協
働
に
つ
い
て

は
、
筑
紫
野
市
か
ら
、
①
相
談
業

務
、
②
筑
紫
野
市
研
の
運
営

を
受
託
、
そ
れ
以
外
で
は
協
働

事
業
は
拡
大
し
て
い
な
い
。

イ
　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を

実
施糸
島
市
主
催
の
市
民
後
見
人

育
成
研
修
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
受
託
実
施
、
令
和
二
年

九
月
か
ら
同
一
二
月
ま
で
延
七

回
、
受
講
者
一
八
名
を
対
象
に

実
施
し
た
。

囲
　
N
P
O
の
創
立
支
援
事
業

法
人
後
見
を
目
的
と
す
る
N

P
O
法
人
は
財
政
基
盤
が
弱

い
。
そ
の
弱
点
を
補
う
た
め
、
創

立
期
の
資
金
の
一
部
を
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
基
金
か
ら
支
援

し
よ
う
と
す
る
事
業
で
、
こ
れ

ま
で
二
件
の
応
募
が
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
却
下
し
た
。

㈲
　
「
安
心
サ
ボ
1
ト
ネ
ッ
ト
・

グ
ル
ー
プ
」
の
運
用

ア
　
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

熊
本
」
へ
の
支
援

安
心
サ
ポ
ー
ト
熊
本
の
自
立

に
向
け
た
処
理
体
制
づ
く
り
に

資
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

当
法
人
の
後
見
実
務
研
や
任
意

後
見
研
の
参
加
等
を
通
じ
、
事

件
受
託
業
務
の
支
援
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
提
供
等
を
行
っ
て
き
た
。

イ
　
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
生
活
」
へ

の
支
援
当
法
人
が
受
託
し
て
い
る
死

後
事
務
や
生
活
支
援
事
務
の
一

部
を
再
委
託
に
よ
り
支
援
し
、

同
法
人
の
財
政
基
盤
の
安
定
化

に
配
慮
し
た
。

二
　
事
件
受
託
事
業

当
法
人
の
中
心
事
業
で
あ
る

事
件
受
託
事
業
は
、
別
表
事
件

表
（
十
二
百
ハ
参
照
）
の
と
お
り
で

あ
る
が
、
特
記
事
項
は
次
の
と

お
り
。
H
一
種
事
件
（
契
約
、
申
立
支

援
等
）
受
託

二
年
度
に
お
け
る
受
託
件
数

は
二
六
七
件
で
、
対
前
年
比
一

〇
八
％
の
伸
び
を
示
し
た
。
福

岡
本
部
と
筑
紫
出
張
所
の
受
託

比
率
は
、
三
八
・
二
％
と
六
一
・

八
％
の
割
合
で
あ
っ
た
。

畠
　
二
種
事
件
（
後
見
人
等
）
の

受
任二
年
度
の
累
積
受
任
数
は
二

三
八
名
、
そ
の
う
ち
、
一
五
八
名

は
本
人
死
亡
等
に
よ
り
終
了
。

し
た
が
っ
て
、
年
度
末
の
受
任

数
は
八
〇
名
で
あ
る
。

三
　
相
談
事
業

今
期
は
、
実
施
計
画
の
充
実

を
図
り
、
福
岡
本
部
で
は
、
福
岡

市
来
区
、
西
区
及
び
早
良
区
、
そ

れ
に
糸
島
地
区
、
宗
像
地
区
で

実
施
。
ま
た
、
筑
紫
出
で
は
、
筑

紫
野
市
、
春
日
市
、
久
留
米
地

区
の
三
か
所
で
実
施
さ
れ
た

が
、
件
数
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
、
筑
紫
野
市
以
外
は
、
総
じ

て
低
調
に
推
移
し
た
。
二
年
度

の
相
談
件
数
は
、
三
五
一
件
で
、

筑
紫
出
が
七
〇
・
四
％
、
福
岡

本
部
が
二
九
⊥
ハ
％
の
相
談
割

合
で
あ
っ
た
。
受
任
の
拡
大
や

地
域
の
拠
点
づ
く
り
の
観
点
か

ら
も
、
相
談
業
務
の
充
実
は
緊

急
の
課
題
で
あ
る
。

四
　
啓
発
、
宣
伝
情
報
の
充
実

「
情
報
誌
等
発
行
」
事
業
の
一

環
と
し
て
、
六
月
、
十
二
月
に
広

報
誌
　
「
安
心
の
広
場
」
　
第
三
二

号
、
第
三
三
号
各
千
七
百
部
を

発
刊
し
、
広
報
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実
に
役
立
て
た
。

五
　
賛
助
会
員
・
寄
付
金
募
集

賛
助
会
員
数
は
個
人
二
十

五
名
、
団
体
四
団
体
八
口
、
寄

付
者
数
は
二
十
六
名
、
寄
付
金

総
額
は
四
千
百
四
万
八
千
円

と
な
っ
て
お
り
、
今
期
は
遺
贈

が
あ
っ
て
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
」
阿

ト
ピ
ッ
ク
ス

惑
葡
薗
葡
萄
瀞
惑
富

豪
匪
仙

塾
惑
義
艶
脚

’
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…
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L

一
育
成
研
修
を
開
催
す
る
目
的

成
年
後
見
制
度
の
活
性
化
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
「
判
断
能

力
の
不
十
分
な
高
齢
者
や
障
害

者
の
方
々
が
、
何
時
で
も
、
ど
こ

で
も
、
容
易
に
成
年
後
見
制
度

を
利
用
し
て
、
安
心
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
を
つ
く
ろ
う
！
」
と
い
う
「
地

域
後
見
」
の
実
現
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
主
役
は
「
市
民
後
見

人
」
で
す
。

当
法
人
は
、
こ
の
「
市
民
後
見

人
」
を
多
数
百
成
し
て
、
地
域
社

会
の
熱
い
期
待
と
信
頼
に
応
え

る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と

同
時
に
、
幅
広
く
、
有
為
な
人
材

を
百
成
し
、
適
正
迅
連
な
事
務

処
理
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が

緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
第
五
回
育
成
研
修
の
概
要

上
記
の
課
題
実
現
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
標
記
研
修
を

実
施
し
ま
す
。

H
　
研
修
の
期
間
及
び
場
所
等

ア
　
後
援
　
福
岡
県
、
福
岡
市

を
は
じ
め
周
辺
自
治
体
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
新
聞
社
等
の
メ

デ
ィ
ア
か
ら
幅
広
く
後
援
を
得

て
い
ま
す
。

イ
　
開
催
日
　
朝
細
三
．
嘲
九

月
カ
ら
令
榊
凹
咋
一
月
ま
で

毎
月
二
回
、
土
曜
日
又
は
日
曜

日
に
開
催
、
計
一
〇
日
間

り
　
場
所
　
福
岡
市
立
心
身

障
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
通
称

「
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
）
七
階

大
研
修
室

福
岡
市
中
央
区
長
浜
一
丁
目

二
番
八
号
T
E
L
／
（
〇
九
二
）

七
二
一
－
一
六
二
（
代
表
）

目
　
研
修
科
目
及
び
講
師
陣

後
見
人
の
職
務
遂
行
に
必
要

な
法
律
実
務
か
ら
福
祉
・
介
護

分
野
に
至
る
ま
で
、
広
範
な
科

目
が
対
象
。
講
師
陣
は
、
実
務

面
も
明
る
い
専
門
家
で
構
成
。

臼
　
研
修
参
加
者
の
応
募
等

ア
　
募
集
人
員
　
六
〇
名

イ
　
受
講
資
格
等

年
齢
四
〇
歳
以
上
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方

で
あ
れ
ば
、
国
家
資
格
や
専
門

的
知
識
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
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申込み先、お問い合わせ先

NPO法人高齢者・障害者安心サポートネット福岡本部

〒810－0073

福岡市中央区舞鶴三丁目6番23号
Tel：092－737－2345　Fax：092－737－0500

E－メール　8xv7V4＠bma．biglobe，ne．jp

E］

受
講
料
一
万
円

囲
　
申
込
み
方
法

所
定
の
「
申
込
書
」
用
紙
及
び

「
履
歴
書
」
用
紙
に
所
要
の
記
載

を
し
て
、
テ
ー
マ
『
私
の
市
民
後

見
人
と
し
て
の
抱
負
』
又
は
『
期

待
さ
れ
る
市
民
後
見
人
と
は
』

と
題
す
る
「
作
文
」
（
六
〇
〇
字

以
上
八
〇
〇
字
以
内
）
を
添
え

て
、
令
榊
．
．
▲
咋
八
月
．
二
．
▲
〓

（
月
）
ま
で
に
、
後
記
の
申
込
み

先
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
申
込
書
」
用
紙
等
は
申
込
先
に

電
話
等
で
連
絡
が
あ
れ
ば
、
す

ぐ
送
付
し
ま
す
。

㈲
　
受
講
者
決
定

本
研
修
受
講
者
の
決
定
は
、

原
則
と
し
て
申
込
み
先
着
順
と

し
ま
す
が
、
応
募
者
が
募
集
人

員
を
上
回
る
場
合
は
、
選
考
に

よ
り
受
講
者
を
決
定
し
、
遅
く

と
も
八
月
末
日
迄
に
は
、
園
魂

者
全
員
に
対
し
て
そ
の
結
果
を

通
知
し
ま
す
1

理
事
長
　
森
山
　
彰

㊥

平
成
一
六
年
当
法
人
は
成
年

後
見
制
度
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
創
立
、
「
個
人
の
尊
厳
の
保

持
と
自
立
の
支
援
と
い
う
福
祉

の
根
本
理
念
」
　
を
活
動
指
針
と

し
、
独
立
採
算
制
で
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
直
後
は
N
P
O
共
通
の
資

金
難
に
苦
し
ん
だ
。
そ
こ
で
、
助

成
金
公
募
団
体
を
探
し
て
応

募
。
そ
の
結
果
二
年
連
続
で
一
〇

〇
万
円
ず
つ
計
二
百
万
円
の
助

成
金
を
獲
得
、
そ
れ
を
資
金
に
二

年
連
続
で
　
「
市
民
後
見
人
育
成

研
修
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
お
陰
様
で
、
こ
の
研
修
の
目

玉
と
し
て
、
二
回
と
も
、
さ
わ
や

か
福
祉
財
団
堀
田
会
長
　
（
当
時

理
事
長
）
　
に
特
別
講
演
を
依
頼
、

講
演
は
大
盛
況
。
堀
田
会
長
は
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
旺
盛
な
市
民
後
見
人

が
中
心
の
市
民
後
見
N
P
O
を

沢
山
つ
く
ろ
う
！
」
と
い
う
話
を

さ
れ
、
聴
衆
は
深
い
感
銘
を
受
け

た
。
こ
の
研
修
が
き
っ
か
け
で
、
当

法
人
は
地
域
の
信
頼
を
得
て
、
後

見
人
の
受
託
数
も
増
加
、
財
政

基
盤
も
安
定
し
、
熊
本
市
で
後

見
N
P
O
を
、
ま
た
、
福
岡
市
で

生
活
支
援
事
業
の
N
P
O
を
立

上
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
で
も
共
生
社

会
で
重
要
な
役
割
を
担
う
市
民

後
見
人
は
、
十
分
に
育
っ
て
い
な

り
そ
の
原
因
は
、
育
成
・
活
動

を
支
援
す
る
市
民
後
見
N
P
O

の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と

に
あ
る
。
設
立
し
た
け
ど
、
資
金

面
で
安
定
せ
ず
、
挫
折
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
本
来
こ
の
支
援
は

国
や
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
が
、

動
き
が
鈍
り

そ
こ
で
、
当
法
人
の
「
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
基
金
」
か
ら
、
創

立
時
の
恩
返
し
の
意
味
を
含
め
、

一
法
人
二
〇
〇
万
円
を
限
度
に
、

一
〇
法
人
に
達
す
る
ま
で
市
民

後
見
N
P
O
の
創
業
時
費
用
を

助
成
す
る
事
業
を
、
ち
っ
ぽ
け
だ

が
開
始
し
た
。

市
民
後
見
N
P
O
を
目
指
し

て
苦
労
し
て
い
る
団
体
や

N
P
O
に
対
し
て
本
助
成
金
公

募
に
つ
い
て
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
案
内
願
え
れ
ば
あ
り
が
た
‖

総
務
部

今
般
開
催
さ
れ
た
第
十
七
回

通
常
総
会
に
お
い
て
、
入
会
金
、

会
費
及
び
賛
助
会
費
に
関
す
る

規
則
の
う
ち
、
定
額
会
費
に
関
す

る
規
則
が
一
部
改
正
さ
れ
、
「
会

員
在
籍
年
数
満
一
〇
年
以
上
の

正
会
員
で
、
満
八
〇
歳
以
上
に
達

し
た
者
が
、
理
事
長
に
対
し
、
書

面
で
免
除
の
申
出
を
し
た
と
き

は
、
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

定
額
会
費
の
減
免
規
定
と
し

て
は
、
会
員
在
籍
年
数
一
〇
年
以

上
の
正
会
員
で
、
七
二
歳
以
上
の

方
、
又
は
七
五
歳
以
上
の
方
が

対
象
と
な
る
　
「
名
誉
会
員
制
度
」

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正

は
、
前
記
条
件
を
満
た
し
た
方

が
理
事
長
に
会
費
免
除
の
申
出

を
す
れ
ば
、
長
年
、
当
法
人
の
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
「
功
績
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に
応
え
る
」
趣
旨
で
、
即
、
会
費
が

免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の

で
す
1

障
害
者
後
見
研
究
会
　
高
原
勝
利

一
障
が
い
を
持
つ
子
供
の
「
親

な
き
あ
と
」
問
題

障
が
い
を
持
つ
子
供
の
親
は
、

自
分
た
ち
が
面
倒
を
み
れ
な
く

な
っ
た
あ
と
、
障
が
い
の
あ
る
子

供
（
以
下
「
本
人
」
と
い
う
）
の
生

活
が
ど
う
な
る
の
か
、
と
て
も
不

安
を
持
っ
て
い
ま
す
ご
」
の
状
況

を
「
親
な
き
あ
と
」
問
題
と
言
い

ま
す
1
ま
た
親
な
き
あ
と
の
障
が

い
者
の
支
援
は
、
長
期
化
す
る
た

め
「
八
〇
五
〇
問
題
」
と
も
言
わ

れ
ま
す
Ⅷ
し
か
し
親
は
、
今
は
ま

だ
自
分
は
元
気
だ
し
、
日
々
の
事

で
精
い
っ
ぱ
い
だ
し
、
ま
た
そ
の

不
安
は
漠
然
と
し
て
い
て
、
「
心

配
は
し
て
る
け
ど
、
実
際
の
準
備

は
何
も
し
て
な
い
」
　
と
い
う
方
が

と
て
も
多
い
で
す
1
い
ま
は
健
康

で
も
、
突
然
の
事
故
や
病
気
が
、

わ
が
身
に
降
り
か
か
ら
な
い
と

い
う
保
証
は
残
念
な
が
ら
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
で
わ
が
国
に
は
、
成

年
後
見
制
度
や
本
人
の
財
産
を

守
る
た
め
の
支
援
信
託
や
支
援

預
金
の
制
度
な
ど
、
将
来
の
た
め

に
準
備
が
で
き
る
法
律
や
制
度

も
あ
り
ま
す
1
さ
ら
に
本
人
の
日

常
生
活
を
支
援
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
も
豊
富
で
す
Ⅷ
本
人
を
支
援

す
る
た
め
の
十
分
な
準
備
が
な

い
ま
ま
、
本
人
を
社
会
に
取
り
残

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
親
あ
る
あ
い
だ
に
「
親

な
き
あ
と
」
の
本
人
の
生
活
を
支

え
る
準
備
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
旬

二
　
「
親
な
き
あ
と
」
福
岡
相
談

室
の
開
設
に
つ
い
て

当
法
人
は
、
昨
年
十
月
「
親
な

き
あ
と
」
相
談
室
の
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
連
携
・
登
録
し
、
福

岡
相
談
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

障
が
い
を
持
つ
子
供
の
親
は
、
本

人
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
「
本
人

の
す
べ
て
を
背
負
っ
て
、
親
が
解

決
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
思
っ
て
お

ら
れ
ま
す
1
も
う
無
理
を
し
て
自

分
た
ち
だ
け
で
悩
ま
ず
に
、
ど
う

ぞ
遠
慮
な
く
「
親
な
き
あ
と
」
福

岡
相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
、
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
1
福
岡

相
談
室
と
し
て
は
、
相
談
す
る
こ

と
で
「
親
な
き
あ
と
」
の
本
人
の

生
活
を
支
え
る
準
備
の
ス
タ
ー

ト
に
し
て
欲
し
い
、
ま
た
親
の
不

安
や
悩
み
を
少
し
で
も
緩
和
出

来
れ
ば
と
い
う
思
い
で
す
1
開
設

後
、
広
報
資
料
を
福
岡
市
各
区

（
十
四
か
所
）
　
の
障
が
い
者
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
市
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
保
護
者
会
等

へ
お
届
け
し
て
、
広
報
活
動
を
開

始
し
て
い
ま
す
1
ま
た
当
法
人
例

会
に
お
い
て
も
、
広
報
資
料
を
配

布
し
て
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
数
件
の
ご
相
談
や

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

三
件
は
、
後
見
等
を
受
任
し
支

援
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
と
も

福
岡
相
談
室
の
広
報
活
動
は
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
Ⅷ

三
　
『
障
が
い
の
あ
る
子
供
の

「
親
な
き
あ
と
」
の
た
め
に
、
親
が

準
備
で
き
る
こ
と
』
説
明
会
に
つ

い
て「
親
な
き
あ
と
」
福
岡
相
談
室

へ
の
相
談
と
は
別
個
に
、
「
親
な

き
あ
と
」
の
た
め
に
、
親
が
準
備

で
き
る
こ
と
、
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
障
が
い
者
支
援
団
体
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
1
ま
ず
は
、
障

が
い
者
支
援
施
設
、
各
支
援
施
設

の
利
用
者
の
親
の
会
等
に
ア
ブ

ロ
ー
チ
し
て
い
き
ま
す
ご
」
の
「
親

な
き
あ
と
」
説
明
会
は
、
親
が
元

気
な
う
ち
に
、
親
が
準
備
で
き
る

こ
と
を
具
体
的
に
説
明
す
る
も

の
で
す
ご
」
の
説
明
会
に
出
席
し

て
、
具
体
案
や
疑
問
の
解
決
案
を

知
り
た
い
と
き
は
、
「
親
な
き
あ

と
」
福
岡
相
談
室
に
相
談
い
た
だ

く
と
、
更
に
本
人
の
生
活
を
支
え

る
準
備
が
進
む
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

四
　
「
親
な
き
あ
と
」
説
明
会
の

骨
子
に
つ
い
て

障
が
い
の
あ
る
子
供
を
持
つ

親
の
「
親
な
き
あ
と
」
の
不
安
は
、

次
の
三
つ
の
課
題
に
集
約
し
て

回
答
し
て
い
ま
す
Ⅷ

課
題
一
お
金
で
困
ら
な
い

た
め
の
準
備
を
ど
う
す
る
か
。

課
題
二
　
生
活
の
場
は
、
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
か
。

課
題
三
　
日
常
生
活
で
困
っ

た
時
は
、
誰
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
の
か
。

こ
の
三
つ
の
課
題
の
詳
し
い
内

容
を
知
り
た
い
方
は
、
障
害
者

後
見
研
究
会
に
資
料
請
求
を
お

久
留
米
地
区
に
お
け
る

安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

事
務
所
の
開
設
を
目
指
し
て

願
い
し
ま
す
1

久
留
米
地
区
成
年
後
見

研
究
会
リ
ー
ダ
ー
　
生
地
　
篤

久
留
米
地
区
で
は
、
以
前
か

ら
勉
強
会
を
開
く
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
元

年
度
か
ら
積
極
的
に
同
地
区
の

地
域
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て

二
カ
月
に
一
回
の
割
合
で
相
談
会

を
開
く
計
画
で
し
た
。
こ
の
二
年

間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
必

ず
し
も
予
定
通
り
開
け
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
令
和
三

年
度
は
、
相
談
業
務
に
力
を
入

れ
る
の
は
勿
論
、
令
和
四
年
度
に

は
久
留
米
地
区
に
お
い
て
本
格

的
な
市
民
後
見
人
育
成
研
修
が

実
施
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
1そ
う
し
ま
す
と
、
受
講
者
の
募

笑
や
研
修
の
進
行
管
理
等
、
育

成
研
修
関
係
の
事
務
量
も
増
え

ま
す
し
、
相
談
会
に
お
け
る
受
任

事
務
の
処
理
も
増
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
事

務
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
、
久

留
米
地
区
に
事
務
所
を
開
設
す

る
方
針
で
あ
り
ま
す
り
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久
留
米
地
区
研
究
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
は
、
同
地
区
の
会
員

の
協
力
の
も
と
に
市
民
後
見
育

成
研
修
が
成
功
裡
に
終
了
し
、

今
後
開
催
の
相
談
会
が
活
況
を

口
王
す
る
よ
う
効
果
的
な
措
置
を

積
極
的
に
講
じ
て
い
く
と
と
も

に
、
適
切
な
事
務
所
が
設
置
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
り

に
当
た
り
、
職
務
担
当
者
と
し
て

留
意
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
き
り

回
答
　
成
年
被
後
見
人
等
に

対
す
る
予
防
接
種
に
当
た
っ
て

は
、
令
和
三
年
三
月
二
四
目
付

け
厚
生
労
働
省
健
康
局
健
康
課

予
防
接
種
室
か
ら
の
事
務
連
絡

で
、
そ
の
取
扱
い
要
領
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
要
点
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
接
種
券
の
郵
送
に
つ
い
て

成
年
被
後
見
人
等
の
職
務
担

総
務
部
　
　
樋
口
　
健
児

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
に
お
け
る

職
務
担
当
者
の
対
応
に

つ
い
て
！

質
問
　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
の
な
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予

防
接
種
（
以
下
「
予
防
接
種
」
と
い

う
。
）
　
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
成
年
被
後
見
人
等
　
（
保
佐

人
、
補
助
人
、
及
び
任
意
後
見
人

を
含
む
。
）
　
に
対
す
る
予
防
接
種

当
者
は
、
職
務
上
接
種
券
が
送

付
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
立
場
に

あ
り
ま
す
が
、
送
付
の
有
無
が
不

明
な
と
き
は
、
各
市
区
町
村
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
に
ご
照
会
く
だ
さ

ヽ
一
〇二

　
接
種
を
受
け
る
際
の
　
「
本

人
の
同
意
」
の
確
認
に
つ
い
て

‖
　
成
年
被
後
見
人
等
が
接
種

を
受
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま

ず
、
職
務
担
当
者
は
成
年
被
後

見
人
等
に
必
要
な
情
報
を
し
っ

か
り
と
伝
え
、
そ
の
上
で
、
本
人

の
意
思
を
可
能
な
限
り
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
接
種
は
、
特
例
法
に
基
づ

く
医
的
侵
襲
を
伴
う
医
療
行
為

で
す
か
ら
、
本
人
に
判
断
能
力
の

あ
る
場
合
に
限
り
、
本
来
な
ら
、

医
師
が
行
う
べ
き
説
明
義
務
を

成
年
後
見
人
等
に
課
し
、
そ
の
説

明
責
任
が
適
法
に
行
わ
れ
て
、
本

人
自
ら
の
適
法
な
同
意
が
得
ら

れ
た
と
き
、
初
め
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
得
ら
れ

た
も
の
と
し
て
、
医
的
侵
聾
の
違

法
性
が
阻
即
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
1

0
　
日
後
段
に
よ
り
、
本
人
の
接

種
の
意
思
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
場
合
は
、
本
人
に
よ
る
自

筆
又
は
本
人
の
同
意
を
確
認
し

た
職
務
担
当
者
の
代
筆
に
よ
り

予
診
票
の
接
種
の
希
望
欄
に
署

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
り

ま
た
、
本
人
の
接
種
の
意
思
を

確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、
予
防
接
種
法
令
上
、
接
種
の

対
象
者
が
法
定
後
見
制
度
の
成

年
被
後
見
人
で
あ
れ
ば
、
職
務

担
当
者
に
よ
る
同
意
の
署
名
が

可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

場
合
は
家
族
や
医
療
・
ケ
ア

チ
ー
ム
等
、
本
人
の
周
り
の
方
と

相
談
し
な
が
ら
判
断
す
る
の
が

相
当
で
し
ょ
う
。

（
注
）
　
当
法
人
の
場
合
、
予
防

接
種
法
令
に
依
拠
し
な
く
て
も
、

本
文
に
示
さ
れ
た
措
置
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
1

ち
な
み
に
、
後
見
型
委
任
契
約

の
委
任
者
本
人
に
つ
い
て
は
、
字

が
書
け
な
い
等
の
特
段
の
事
情

が
な
い
限
り
、
本
人
が
接
種
の
意

思
決
定
を
行
い
、
署
名
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
り
以
上

会
員
・
支
援
者

の
広
場

正
会
員
　
日
野
　
洋
子

法
律
の
事
は
も
と
よ
り
、
後
見

人
、
後
見
の
仕
事
と
言
う
言
葉
も

知
ら
な
い
で
生
き
て
き
た
私
に

「
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
　
と
の

御
縁
が
出
来
た
の
は
、
七
年
ほ
ど

前
だ
っ
た
。
「
筑
紫
野
市
後
見
研

修
会
」
　
の
開
催
案
内
が
目
に
入

り
、
何
気
な
く
申
し
込
み
を
し

た
。
ジ
ツ
と
話
を
聞
き
、
「
ふ
う
ー

ん
、
ほ
う
、
な
る
ほ
ど
。
」
と
時
間

は
か
か
っ
た
が
、
妙
に
納
得
が

い
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

研
修
会
の
回
を
重
ね
る
度
に
、

後
見
六
法
を
口
王
示
し
て
下
さ
っ

た
T
女
史
を
始
め
、
親
し
い
方
が

増
え
、
参
加
が
楽
し
く
な
っ
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、
理
事
長

か
ら
「
職
務
を
担
当
し
て
み
な
い

か
」
　
と
電
話
が
あ
っ
た
。
事
の
大

事
さ
を
知
っ
て
い
る
今
の
私
な

ら
、
と
て
も
お
引
き
受
け
は
し
な

か
っ
た
と
思
う
が
、
無
謀
に
も

「
は
い
」
と
返
事
し
た
。

し
か
し
、
お
引
き
受
け
し
た
か

ら
に
は
「
や
は
り
出
来
な
い
」
と

云
う
の
も
憤
ら
れ
、
ほ
ん
と
に

困
っ
た
。
勉
強
し
な
が
ら
職
務
を

遂
行
す
る
、
と
は
聞
こ
え
は
い
い

が
、
大
変
だ
っ
た
。
出
張
所
の
主

任
F
女
史
、
本
部
の
H
氏
、
Ⅰ
女

史
に
は
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
教
え

を
受
け
、
快
く
指
導
し
て
下
さ

り
、
有
り
難
く
、
感
謝
で
す
1
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現
在
、
法
定
後
見
（
保
佐
）
と

任
意
後
見
人
の
職
務
を
担
当
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
。
財
産
管
理
は

勿
論
、
身
上
保
護
重
視
の
基
本

を
大
切
に
、
本
人
、
親
族
の
方
々

と
ス
ム
ー
ズ
な
関
係
、
交
流
が
持

て
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
時
に
は
、
関
係
先
と
鋭

く
対
立
す
る
事
が
あ
る
。
あ
る

時
、
施
設
側
か
ら
、
本
人
の
認
知

進
行
の
防
止
を
口
実
に
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
へ
の
転
所
を
勧
め
ら
れ

た
。
「
本
人
が
、
現
施
設
を
終
の
住

処
と
し
て
入
所
し
た
」
　
事
情
は
、

親
族
も
、
私
も
、
理
事
長
も
知
っ

て
い
た
か
ら
、
理
事
長
の
指
示

で
、
先
方
の
申
し
出
を
断
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
施
設
側
は
納
得
せ

ず
、
理
事
長
と
の
直
談
判
と
な
っ

た
。
理
事
長
は
　
「
本
人
の
居
所
選

定
は
最
大
限
に
尊
重
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
一
歩
も
譲
ら
ず
、
意

見
の
対
立
は
続
い
た
が
、
や
が
て

施
設
側
が
引
き
下
が
っ
て
、
結
着

した。そ
れ
は
と
も
か
く
、
親
族
の
方

に
、
本
人
の
状
態
、
状
況
等
を
お

伝
え
し
た
時
　
「
そ
れ
は
良
か
っ

た
」
、
「
安
心
し
た
」
と
嬉
し
そ
う

に
さ
れ
る
の
が
何
よ
り
嬉
し
‖

し
か
し
、
報
告
書
の
提
出
期
が
来

る
頃
に
な
る
と
気
が
重
く
な
る
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
、
自
分
の
代

で
は
不
要
と
考
え
て
い
た
の
で
、

苦
手
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」
に
は
感
謝
し
た

り
家
事
し
か
出
来
な
か
っ
た
私

に
「
後
見
の
知
識
」
と
「
技
術
（
パ

ソ
コ
ン
操
作
）
」
を
授
け
て
下
さ
っ

た
の
で
す
か
ら
。

も
う
数
年
頑
張
り
ま
す
1
ど
う

ぞ
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

ね
て
か
ら
予
定
し
た
退
院
の
目

を
迎
え
た
。
次
の
住
居
は
共
同

生
活
支
援
施
設
で
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
あ
る
。
し

か
し
、
一
九
日
に
入
居
困
難
と

な
っ
た
。
本
人
が
精
神
不
穏
と

な
り
、
精
神
混
乱
を
起
こ
し
た

の
で
、
元
の
病
院
に
逆
戻
り
し

た
。
病
院
は
大
変
迷
惑
そ
う
で
、

「
退
院
し
て
も
ら
う
か
、
又
は
医

正
会
員
　
　
定
行
啓
子

二
〇
一
七
年
五
月
二
八
日
、

職
務
担
当
辞
令
を
噴
き
、
保
佐

開
始
の
職
務
が
始
ま
っ
た
。

担
当
す
る
本
人
と
会
っ
た
の

は
、
病
院
だ
っ
た
。
少
々
不
安

そ
う
に
、
私
の
顔
色
を
窺
っ
て
い

た
が
、
帰
り
際
、
「
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
ご
　
と
挨
拶
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

二
〇
一
八
年
九
月
五
日
、
か

療
保
護
入
院
を
勧
め
た
‖
」
　
と

言
わ
れ
た
。
病
気
を
治
す
病
院

の
は
ず
な
の
に
、
大
変
冷
た
い

対
応
だ
っ
た
。

森
山
理
事
長
に
こ
の
話
を
し

て
、
後
日
施
設
で
、
主
治
医
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
理
事
長
、

当
職
、
そ
し
て
本
人
と
揃
っ
て

会
う
。
病
院
側
は
　
「
大
声
を
出

し
た
り
、
他
の
患
者
の
迷
惑
に

な
っ
た
り
す
る
よ
う
な
態
度
が

多
い
。
医
療
保
護
入
院
を
勧
め

る
。
」
　
と
医
者
は
憮
然
と
し
て
横

を
向
い
て
喋
る
。
こ
の
医
師
を

前
に
、
理
事
長
は
本
人
に
ゆ
っ

く
り
と
向
き
合
わ
れ
た
。
「
こ
こ

に
い
た
い
で
す
か
。
一
人
に
な
り

た
い
で
す
か
」
　
と
話
し
か
け
ら

れ
る
。
本
人
は
「
こ
こ
に
い
た
り

一
人
は
嫌
だ
」
　
と
の
返
事
。
理

事
長
は
担
当
医
に
　
「
医
療
保
護

入
院
は
同
意
で
き
な
い
。
何
か

あ
れ
ば
、
再
度
出
向
き
ま
す
ご

と
毅
然
と
答
え
ら
れ
た
の
で
、

大
変
心
強
か
っ
た
。

結
局
、
本
人
は
隔
離
病
棟
に

入
る
こ
と
は
な
く
、
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
、
二
〇
二
〇
年
春

に
転
院
し
た
。
わ
た
し
は
、
〝
個

人
の
尊
厳
の
保
持
と
自
立
の
支

援
″
の
礎
を
見
た
思
い
が
し
た
。

こ
の
経
験
は
私
が
保
佐
人
と
し

て
の
根
底
の
考
え
、
行
動
に
な
っ

て
い
る
。
大
変
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

保
佐
人
の
仕
事
の
中
に
、
本

人
に
代
わ
り
各
役
所
に
出
向
い

て
い
ろ
い
ろ
な
公
的
書
類
を
作

成
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
事

務
手
続
が
非
常
に
面
倒
で
あ
る
。

手
続
の
度
、
保
佐
人
確
認
の
た

め
に
福
岡
法
務
局
に
出
向
く
（
三

か
月
に
一
度
確
認
す
る
案
件
も

あ
る
）
。
こ
こ
で
A
四
用
紙
が
三

枚
に
も
わ
た
る
〝
紙
″
の
確
認
書

を
受
け
取
り
、
市
役
所
、
役
場

な
ど
に
出
向
く
。
こ
こ
で
再
び

〝
紙
″
の
書
類
を
作
成
す
る
。
そ

の
度
に
交
通
費
や
手
数
料
、
そ

し
て
時
間
を
取
ら
れ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
依
然
と
変
わ
ら
な
い
。

あ
る
役
場
に
至
っ
て
は
、
本
人

の
住
民
票
を
取
得
す
る
の
に
一

〇
日
以
上
か
か
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
に

提
出
す
る
報
酬
付
与
の
書
類
に

つ
い
て
も
、
毎
回
二
〇
枚
近
く

の
〝
紙
″
を
も
っ
て
裁
判
所
に
出

向
く
。
手
数
料
も
と
ら
れ
る
。

本
人
に
代
わ
り
、
大
事
な
手
続

を
す
る
の
だ
か
ら
、
保
佐
人
確

認
は
大
切
な
こ
と
だ
。
し
か
し
、

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
こ
れ
だ
け

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
で
い
る
の

に
、
こ
う
し
た
役
所
手
続
は
何

十
年
も
前
と
変
わ
ら
な
い
。

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
々

が
安
心
し
て
成
年
後
見
人
の
制

度
を
利
用
し
て
も
ら
う
と
い
う

地
域
後
見
の
理
念
は
、
国
の
制

度
に
縛
ら
れ
て
閉
塞
し
て
い
る
。

も
っ
と
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す

い
制
度
が
も
っ
と
整
え
ば
、
後

見
人
も
も
っ
と
増
え
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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寄
付
者
紹
介
敬
称
略
）

令
和
二
年
〓
月
以
降

令
和
三
年
五
月
末

＜
N
P
O
安
心
サ
ポ
ー
ト
福
岡
受
領
分
＞

福
岡
市
博
多
区
　
馬
場
　
義
一

二
千
八
百
五
十
万
円
（
三
回
計
）

筑
紫
野
市

筑
紫
野
市

岡
田
　
節
男
一
万
円

森
山
　
　
彰

四
万
五
千
円

福
岡
市
早
良
区
　
伊
藤
　
昌
司

三
千
円

福
岡
市
中
央
区
　
小
城
　
恵
美
子

一
万
四
千
円

福
岡
市
西
区
　
　
石
田
　
芳
江

千
二
百
十
五
万
円
二
一
回
計
）

福
岡
市
早
良
区
　
匿
名
希
望二
万
円

筑
紫
野
市
　
　
　
青
木
　
賢
蔵
三
万
円

糟
屋
郡
宇
美
町
　
牟
田
口
博
美

（
の
ぞ
み
学
園
施
設
長
）
　
三
万
円

糟
屋
郡
宇
美
町
　
河
部
比
呂
志

（
の
ぞ
み
学
園
）
　
　
　
　
一
万
円

合
　
計
　
　
金
四
千
八
十
一
万

二
千
円
　
　
十
名

緊
急
事
態
写
言
下
、
通
常
総
会
も

制
約
さ
れ
た
中
で
令
和
三
年
度
事
業

の
活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
会
の
中
止
、
育
成
研
修
の
延
期
、

本
人
面
談
の
制
限
等
、
活
動
面
で
の

非
日
常
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一
年
で

し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
、

行
事
や
後
見
事
務
等
の
処
理
が
円
滑

に
で
き
る
特
効
薬
に
な
れ
ば
い
い
で

すね。業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
研
究
会

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
1
コ
ロ
ナ
禍
の
時

宜
に
沿
っ
た
対
応
策
で
あ
り
、
早
期

の
実
現
が
望
ま
れ
ま
す
1
本
年
度
事

業
の
達
成
の
た
め
に
会
員
各
位
の
更

な
る
お
力
添
え
を
期
待
し
ま
す
1

（
南
新
　
記
）


